
奥
州
街
道
ど
真
ん
中
！　

く
に
み
春
の

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

　

今
年
で
3
回
目
の
開
催
と
な

る
「
奥
州
街
道
ど
真
ん
中
！　

く
に
み
春
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

タ
」
が
3
月
6
日
、
藤
田
商
店

街
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
は
、
東
日

本
大
震
災
で
〝
食
〟
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
経
験
か
ら
、
震
災

を
風
化
さ
せ
ず
、改
め
て
〝
食
〟

に
感
謝
す
る
意
味
を
込
め
て
、

震
災
後
毎
年
3
月
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
県
内
外
か

ら
地
域
の
特
色
あ
る
ご
当
地
グ

ル
メ
62
店
が
出
店
し
、
来
場
者

は
各
地
自
慢
の
味
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
域
学
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
桜
の
聖
母
短

期
大
学
食
物
栄
養
専
攻
の
学
生

に
よ
る
食
育
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

1
月
に
行
っ
た
貝
田
地
区
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と

に
、
学
生
が
作
っ
た
「
国
見
食

育
カ
ル
タ
」
や
「
福
島
県
食
育

す
ご
ろ
く
」
な
ど
が
並
べ
ら
れ

ま
し
た
。
可
愛
ら
し
い
イ
ラ
ス

ト
の
教
材
に
、
集
ま
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
楽
し
く
郷
土
食
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ふ
く

し
ま
ボ
ン
ガ
ー
ズ
「
パ
チ
ッ
コ

リ
ン
」
の
テ
ン
ポ
の
良
い
進

行
の
も
と
、
内
谷
春
日
神
社

の
太
々
神
楽
や
よ
さ
こ
い
踊

り
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
町

商
工
会
青
年
部
企
画
に
よ
る
国

見
バ
ー
ガ
ー
早
食
い
選
手
権
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
権
に
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加

し
、
国
見
バ
ー
ガ
ー
を
勢
い
よ

く
ほ
お
ば
る
姿
に
、
観
客
か
ら

は
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
に

も
多
く
の
人
が
来
場
し
、
思
い

思
い
に
〝
食
〟
を
楽
し
ん
だ
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

①白熱した国見バーガー早食い選手権　②たくさんの人が来場しました　③桜の聖母短大生による食育コーナー

① ② ③

東
日
本
大
震
災
を
考
え
る

　

町
民
の
つ
ど
い

　

東
日
本
大
震
災
を
考
え
る
町

民
の
つ
ど
い
が
3
月
12
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
5
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
町
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
鈴
木
耕
治
消

防
団
長
と
安
田
節
子
赤
十
字
奉

仕
団
委
員
長
が
震
災
当
時
の
状

況
に
つ
い
て
話
し
、
町
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
河
津
賢
澄
さ
ん
か

ら
県
内
の
放
射
線
量
の
推
移
に

関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
太
田
久
雄
町

長
が
町
の
復
興
へ
の
取
り
組
み

を
説
明
し
、「
ふ
た
り
」
の
応

援
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ふ
く
し
ま
復
興
大
使

の
佐
藤
彩
花
さ
ん
か
ら
復
興
宣

言
が
あ
り「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ（
進

化
・
深
化
）」
し
続
け
る
町
を

目
指
す
こ
と
を
参
加
者
で
確
認

し
ま
し
た
。

①当時を振り返る鈴木さん、安田さん　②会場が一体となったライブ　③力強い復興宣言
① ② ③

第
20
回
　

　
国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

　

国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
3
月
16
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
１
６
５
点
（
55
人
応
募
）
の
中
か
ら
、審
査
委
員
長
の
六
角
宥
子
さ
ん
（
二

科
会
写
真
部
会
員
）
ら
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し

た
。
多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
21
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細

は
23
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【イベント、歴史・文化部門】　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
賞 作　　品　　名 氏　名 住所

最優秀賞 未来の国見子 佐藤尚久 国見町
優秀賞 おとぎの く・に・み 樋口武士 福島市
優秀賞 街に咲く花 長谷川健一 伊達市

福島民報社賞 秋の夜空のファンタジィ 後藤徳良 国見町
福島民友新聞社賞 いざ出陣 近藤正男 桑折町

入賞 内谷太々神楽「言代の舞」 須田悦弘 郡山市
入賞 主役の出陣 菊地美雄 福島市
入賞 きれいだね 斎藤アイ子 国見町
入賞 祭りの最終章 武田幸吉 国見町
入賞 若衆の大きな輪 鈴木俊博 国見町
佳作 福を求めて 丹治美知夫 福島市
佳作 国見の子供 遠藤英次 伊達市
佳作 義経祭り・密集なぎなた隊 秦　　宏 国見町
佳作 神の舞 佐藤敏子 国見町
佳作 ジャンプ 坂本礼三 福島市

【四季・風景部門】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
賞 作　　品　　名 氏　名 住所

最優秀賞 藤見ごろ 近藤正男 桑折町
優秀賞 青空の下で何想う 中込　隆 福島市
優秀賞 夜明けのシンフォニー 佐藤克彦 国見町

福島民報社賞 収穫の頃 菅野美子 伊達市
福島民友新聞社賞 徳江の大地でとれたよ 八巻忠一 国見町

入賞 国見町観月台初秋 渡邉源一 二本松市
入賞 夏の恵み 小林正義 石川町
入賞 あじさいの小路 穂積　博 桑折町
入賞 満開の観月台 長谷川金治 千葉県
入賞 桜満開夕まぐれ 佐藤武宣 国見町
佳作 根岸の桜 佐藤尚久 国見町
佳作 越冬柿 秋葉克彦 伊達市
佳作 豊かな国見 角田榮子 国見町
佳作 深山神社の大フジ 小田島守明 郡山市
佳作 やすらぎ 舟山俊弘 伊達市

佐藤尚久『未来の国見子』 近藤正男『藤見ごろ』

最優秀賞に佐藤尚久さん、近藤正男さん
　テーマ

　
『いいね！くにみ　私が見つけた国見の魅力』
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